
1 

 

【足立区地域自立支援協議会はたらく部会】会議概要 

会 議 名 令和５年度 【第３回足立区地域自立支援協議会はたらく部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和５年１２月１２日（火） 

開 催 時 間 午後３時００分 ～ 午後５時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター ５階 ホール 

出 席 者 
橋本一豊部会長、桑原祐生委員、脊尾大雅委員、加藤香織委員、竹内淳委

員、朝倉敏文委員、大谷英行委員、山本克広委員 

欠 席 者 
奥田眞砂子委員、宮崎智明委員、根岸なつき委員、橋本寿々江委員、薄田

光春委員、高橋啓祐委員、オブザーバー南氏 

会 議 次 第 
１ 開会 

（１）障がい福祉センター所長挨拶 

２ 議事 

（１）協議 

はたらくにまつわる地域の課題を解決していくために足立区としてで

きること 

（２）次期に向けての意見交換（来年度以後のはたらく部会協議課題等） 

（３）はたらく部会活動報告書について（令和６年２月本会議報告に向け

て） 

３ 事務連絡 

資 料 

（１）重度障がいのある方への就労支援（足立区ホームページ） 

（２）第１７回全国高校生食育王選手権大会 

そ の 他 

公開状況：公開 

傍聴：０人 
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〇石川事務局員 

ただ今から令和５年度第３回はたらく部会

を開催いたします。本日進行を務めさせていた

だきます、障がい福祉センター石川です。 

（配布資料確認）続いて本日の出席状況ですが、

事前にお休みの連絡をいただいている方に加

えて、手をつなぐ親の会の奥田委員、竹の塚ひ

まわり園の宮崎委員、葛飾通勤寮の根岸委員、

精神障がい者自立支援センターの橋本委員、ハ

ローワーク足立の薄田委員、社会福祉協議会の

高橋委員、急遽本日欠席いただいた委員含め６

名の方が欠席となっております。次第の裏面、

席次の修正は間に合っておりません。急遽席も

移動させていただいております。 

続きまして、この会における内容、発言者の

お名前は議事録として後日足立区のホームペ

ージに公開いたします。議事録作成にあたりま

しては、録音・記録をさせていただいておりま

す。ご出席いただいた委員の皆さまには議事録

の原稿案をお送りいたしますので、内容のご確

認をお願いいたします。修正やここは個人情報

なので記載してほしくないなどございました

ら、こちら期日までにご連絡ください。よろし

くお願いいたします。事務局からは以上です。

続いて開催のご挨拶として、当センター所長山

本よりご挨拶申し上げます。 

 

〇山本委員 

皆さまこんにちは。日ごろから大変お世話に

なっております。足立区障がい福祉センターあ

しすと所長の山本でございます。前回９月の開

催時は大分暑かったのですが、今回は寒くなり、

大きな違いがありますが、本日もご出席を賜り

まして誠にありがとうございます。改めまして

これまでのはたらく部会を振り返りますと、第

１回目では、障がい者雇用の現状における地域

課題の洗い出しをしました。そして前回第２回

目では、これらの課題に対処するための解決策

を検討しました。今回の第３回目では、はたら

くにまつわる地域の課題を解決するために足

立区でできることを考えたいと思います。これ

までの議論や提案を踏まえつつ、地域の課題に

対処していく実質的なアクションプランを見

据えて、より実現可能で効果的な解決策を練り

上げていくことが本日の目的です。それにより、

今後の足立区の雇用環境を向上させていきた

いと存じます。本日もぜひ活発な意見交換を、

どうぞよろしくお願いいたします。そこで、こ

の場をお借りしまして、障がい者週間記念事業

というものを１１月３０日から１２月６日ま

で、区役所の本庁舎で７日間行いましたところ、

来場者４，０３６名とこれまでにないような大

勢の方にお越しいただきました。関係者の皆さ

まとご来場いただいた方々には感謝申し上げ

たいと思います。では、本日もどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

〇石川事務局員 

それでは議事に移りたいと思います。ここか

らの進行は、橋本部会長にお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

〇橋本部会長 

みなさん、こんにちは。今日は第３回目とい

うことで、今年度最後のはたらく部会になりま

す。実は来週本会議がありまして、そちらで報

告をさせていただくのと、次期に向けて今日こ

の場で皆さんに意見を伺い、来年度どんな形で

このはたらく部会を進行していくかといった

ところのご意見も賜りたいと思っております。

今日は急遽欠席の方が多いのですが、インフル

エンザも流行っていますので、大事を取ってい

るというような状況もあり、お一人お一人にじ

っくりお話をいただけるかなと思っておりま

す。 

今日の議事としては、配布されている資料か
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らテーマとして「はたらくにまつわる地域課題

を解決していくため、足立区としてできること」

が一つ。そして、次期に向けての意見交換をさ

せていただき、はたらく部会活動報告書、これ

は次回の本会議の報告に向けてというのが控

えております。お配りしている資料の中に足立

区さんから重度障がいのある方への就労支援

の資料がありますが、こちらを先に紹介してい

ただいてもよろしいですか。資料に基づいて情

報提供していただければなと思います。お願い

します。 

 

〇袋谷事務局員 

こちらは、足立区のホームページから抜粋し

たものです。重度障がいのある方への就労支援

ということで、９月１日から開始された事業に

なります。今まで、雇用されている方のお仕事

時間中に必要な身体的介護や代筆代読などの

コミュニケーション支援は、雇用先から支援を

受ける形になっていたのですが、１枚目の裏面

の表に、民間企業で雇用されている方について、

痰吸引、姿勢の調整、安全確保の見守り等を、

最初の３ヵ月間は雇用助成金で対応するので

すが、それ以降の通勤支援については、区の地

域生活支援事業の方で対応できることになり

ましたということのお知らせです。こちらを使

うには、関係機関と相談し、支援計画書を作成

して、独立行政法人 JEED に提出し確認を受け

た上で、区に申請してサービスが開始するとい

う形で利用できるようになりました。まだ使っ

ている方は、いらっしゃらないでしょうか？

「こういうものができた」ということで、必要

な方がいらっしゃればご案内いただければと

思います。問い合わせ先については、障がい福

祉課の各援護係になっておりますので、そちら

をお伝えください。以上です。 

 

〇橋本部会長 

この件に関してご質問されたい方とかいら

っしゃいますでしょうか。こういった声の要望

が多かったと思います。企業にお勤めの方への

福祉サービスの提供の要望が多かった中で、実

際それが制度化されて、３ヵ月ぐらい前に問い

合わせた時にはまだ使っている方は誰もいな

いという話なので、やっぱり情報が届いてない

っていうのは前回、この会議の中でも共有事項

だったと思うですが、意外と知られていないと

いうことが多いかなという印象があります。そ

れは、情報が今たくさんあって、どの情報が必

要な情報なのか精査が非常に難しくなってい

るとか、情報が錯綜しているというような話も

よく耳にします。 

その中で、前回の委員の方々からの意見とし

て共通してあったのが、「情報を共有する」で

した。その場づくりといっても、情報を発信す

る必要性も皆さん知っていますし、うちの事務

所でも SNS の活用に向けたセミナーというの

があったりするのですが、そういったツールを

活用して必要な情報をより多くの人に届けて

いくところに視点が行きがちです。実はこの地

域の中で情報共有の場ということを考えた時

には、本音で話し合える場や今こう悩んでいる

というようなことを話していいと思えるよう

な「心理的安全性のある集まり」も必要になる

のではないかという意見もありました。 

そんな中で先程、イベントでもかなり大勢の

方が来られたというお話がありました。当事業

所でも、実際オンラインのセミナーと今リアル

のセミナーを両方並行してやっているのです

が、圧倒的にオンラインの方は減っているとい

う実情があります。オンラインって手軽で参加

しやすいところがあると思うのですが、コロナ

需要であの時期だからこそ皆さんオンライン

を受けてはいたけれども、やっぱり今リアルと

か体験、そういった場所が求められていて、リ

アルなセミナーとかの参加需要が増えている
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というような状況もあります。 

少し話がそれますが、産業労働局主催で障が

い者雇用を検討している企業と就労移行支援

事業所や市区町村の支援センターが模擬面接

をして、それでどんなサービスかをお互いに知

ってもらうというような体験会がありました。

これが非常に盛況で、たくさんの企業の方も知

らなかった情報を得ることができ、就労移行支

援事業所の職員も初めて企業の方とコミュニ

ケーションを取ることができた、と。これまで

伝えていたつもりでも「実は知らなかった、あ

まり興味関心がなかった」ということがわかっ

て、改めて障がい者雇用をされる企業に対して、

どういう情報を提供すればいいかというのは、

リアルな対面でのコミュニケーションという

のが必要ではないかというような意見もフィ

ードバックの中でありました。 

それからやはり今、情報が多い中でキャッチ

しづらくなっている状況があり、障がい者雇用

をされる企業が実は興味がないということを

ちゃんと理解しておく必要があるということ。

そもそも障がいのある方の雇用は、まず女性の

活躍、そして高齢者の雇用、外国人労働者の雇

用、その次に障がい者雇用というのがあって、

興味関心としては、かなり低いということを踏

まえた上で、どうすれば興味を持ってもらえる

ような情報を提供できるかとか、どうすれば一

緒にパートナーシップを組んで、これから雇用

していく戦力として人材不足の解消のために、

一つの手段として障がい者雇用があるかとい

ったところを、対等なコミュニケーションで伝

えていくというのは、この前のリアルな研修の

中でも実感しました。 

その中で時代の変化とともにオンライン化

が進むかと思いきや、実はそういうことは進ま

なくて、リアルなコミュニケーションや在宅就

労の実習は結構難しいという状況もあり実習

は現場に来てもらって体験をしてもらうのが

企業の本音だということを実感しています。そ

れぞれの立場の中で、例えば学校さんであれば、

今こんな取り組みをしていますとか、最近こん

な変化が起きましたとか。竹内さんもいらっし

ゃっているので、企業が雇用する側として、こ

んな変化があるとか、本音はこうです。など本

音で話しあえるリアルなコミュニケーション

が必要な場というのもこのはたらく部会の一

つの意義だと思います。 

情報共有をしながら本質的な次期に向けて

の場づくりや、機会の提供につなげていきたい

と思いますので、委員の方お一人お一人、今現

実に何が起こっているのかというところも含

めて、現場の状況や考えていること、このはた

らく部会を通して足立区でどんな取り組みを

進めていく必要があるのかというようなご意

見があれば、率直に伺いたいと思っております。 

ではまた順番に、大谷先生からお願いいたし

ます。 

 

〇大谷委員 

葛飾ろう学校の大谷です。部会長から、情報

共有で何をするかとか、本来リアルで、改めて

生による大切さとかお話をいただき、私たちも

日々、子どもたちの支援に立ってやっぱり実際

の体験って大事だと思っております。前回もお

話ししたかと思いますが、学校でできることは

在学中に社会とつながれて、いろんな社会経験

をして、社会の認識を深めることかなという風

に思っております。 

経験が足りず失業してしまうと不安という

子どもたちもいるのですが、私たちもやっぱり

何も知らないと臨むものもすごく怖いと思い

ます。ちゃんと見通しがあれば安心して参加で

きるということもありまして、子どもたちにで

きるだけいろんな経験をさせてあげたいとい

う風に思った一年でございました。本当にコロ

ナが終わりまして、障がい者雇用もそうなので
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すが、いろんな意味で社会が加速度的になる、

そういう場がどんどん場が増えてきていると

思いました。 

それに関連して、今日は本校の資料を持って

きました。これは三年振りに高校生の食育王が

開催されまして参加させてもらいました。全国

１６９チームが参加して、まずブロック大会で

優勝しないと全国大会に出られないのですが、

ブロック大会を勝ち抜き、決勝は福井だったと

思います、まさか優勝できるとは思っていなか

ったのですが、この大会も実はうちが優勝しま

した。こういう場を活かして、本当に最後の最

後に生徒教員が一丸となりまとまって、最高の

パフォーマンスができたのかなと思っており

ます。こういう大会に参加するというのもいい

経験です。私たちとしては社会に繋がりがあっ

て、健常の高校生たちが集まったり、自分たち

がこの中でもやはり発語がなかなか難しい子

たちもいるのですが、プレゼンテーションをし

たりするんですよ。そういう体験として自分た

ちが頑張っていることを外にアピールする本

当に大切な場で、いい経験をさせてもらいまし

た。今お話しをした食物系では、調理の勉強を

するのですが、それ以外にも本当にいろいろな

活動をするということを大切にしてやってお

ります。 

またちょっと話が変わってしまうのですが、

ろう学校は都内に高等部は立川と中央学校で

３校しかないです。なかなか皆さんに知ってい

ただけてないのですが、その発信として、企業

様向けの学校説明会を１２月１日にやりまし

て、集まってくださった企業さんがすごく良か

ったです。２６社７０名くらいの方がいらして

くれて、生徒が発表する様子や授業を見ていた

だいて、「こんなことができるよ」とか、子ど

もたちができるところをしっかり子どもたち

自身がアピールして、すごく理解していただけ

たと思いました。今本当に便利なツールがどん

どん増えて、簡単に情報は得られやすい感じに

なっておりますが、伝わりきれていないところ

があって、感想としては、やっぱり生で学校に

来て子どもたちの様子とかをしっかり見てく

れてイメージができる。そういう評価を多くも

らえたので、シンプルなところで人と人が実際

に会ってそういう機会を通すのは改めて大切

だなという風に思いました。 

学校ですので、職場見学とか実習とかをたく

さんやっていますが、そういう範囲に留まらず、

いろいろ私たち自身の視野を広げながら生徒

をいろんな場に参加させたいと思いますし、い

ろんな形で地域の方とか興味がある方にご協

力いただいて、どんどんうちの学校を知ってい

ただき、そういう資源を使っていただけたらな

という風に思いました。以上です。 

 

〇橋本部会長 

何かご質問のある方とか、資料をいただいて

いますので、こちらについて、もうちょっと聞

きたいことがあれば、ぜひお願いします。 

 

〇大谷委員 

三年ぐらい前ですかね、足立区でも広報でう

ちの卒業生を取り上げていただきまして、表紙

一面にその卒業生が載ったことがありました。

その方もやっぱり、調理の勉強をされておりま

して、ろう者向けの調理のテレビ番組を担当し

ていました。要するに知っていただくことで、

いろいろな人との繋がりができて、そういうい

いところを上手く引き出してもらうことで、そ

の方なりの人生経験にも繋がっていきました。 

 

〇橋本部会長 

今まで繋がりがなかった人たちとか、繋がり

先というのはどのような感じでしょうか。 

 

〇大谷委員 
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就労とは関係しないのですが、メディアとす

ごく繋がりました。テレビ局や新聞社など、い

ろいろなところから発信をしていくことで、全

国にうちの学校が知れ渡ります。ろう学校は全

国的に縮小傾向にあって、通う子どもたちの減

少です。障がいが減ることはいいことかもしれ

ないのですが、必要としている方たちにとって

学校がなくなるのは大変なことで、知って来て

もらうには大切です。 

日本で食物系で調理師の国家資格が取れる

のはうちだけです。料理の勉強をしたくても情

報保障を得られないという、専門学校でも中々

厳しかったりするので、知ってもらって興味が

あったら来てもらったりとか、入学してその方

自身の人生の視野を広げてもらったりとか、そ

ういった機会を作ってメディアにつながるっ

て、すごく宣伝になるなと思いますけど、ここ

にイベントを通して伝えていく必要があると

思いました。 

 

〇橋本部会長 

ありがとうございます。では、朝倉先生お願

いします。 

 

〇朝倉委員 

今、生徒の就職活動の後半戦に入っているの

ですが、その中で今回一つ例を挙げさせていた

だきたいことがあります。それは、ある企業で、

病院の清掃実習を受けさせていただき、一人普

通科の生徒を出しました。一学期に一回、二学

期にもう一回やり、頑張ってはいるけど、我々

から見ても作業工程がとても多く、道具も掃除

する場所で分かれていて、そういったものを習

得するのに限界かな、これでお給料をもらうの

は厳しいかと思っていたところ、最終日に振り

返りをしたら、清掃の方ではちょっと厳しいと

いう結論になりました。親御さんもいらして、

お子さんの様子を見て、そういう結論が出ても

仕方ないと、私と親御さんとその会社を後にし

ました。ここまではよくあるパターンと言った

らおかしいのですが、実習がうまくいかず繋が

らなかったというところではありますが、その

後、同席していただいた人事の方から電話があ

り「先程は大変申し訳ありませんでした。そう

いう結果になってしまって」という話がありま

した。そして「この方について、我々は１回目

の実習で障がい特性や状況がわかっているの

に、また同じ実習内容でやらせてしまった。本

来、障がい者雇用で受けるべき我々人事は、こ

の仕事に合った生徒を求めるということもあ

るけれど、当然その生徒を受け入れたいという

姿勢で、その生徒の実態にあった仕事を切り出

すことも我々の責任である。あの後、現場の者

と話をして、こういう仕事ならもしかしたらで

きるかもしれないという話になり、ぜひもう一

度チャンスをいただけないか。」とのお言葉を

いただきました。 

具体的にどんな仕事かというのは、その後直

接現場を見させていただいたのですが、まだま

だ切り出したばかりだったので、どう組み合わ

せていけばいいかは、我々も入って考えていか

なきゃいけないというところで、久しぶりに私

も作業着を着て、三日間一緒に実習をしながら

作業工程を相談し、「こうやればこの生徒にで

きるね」とか「こういった道具がもう一個あれ

ばできますね」みたいな、そんな話をしながら

無事二週間の実習を終えました。 

最初、現場は大丈夫なのかという心配があり、

私は実習に入ったのですが、そういうやり取り

をしている中で、現場の方も段々こういうやり

方をすればこの子はわかってくれたんだと。例

えば「拭く時に回数を決めましょう」と言った

んです。何度も拭いている場合でも、汚かろう

がきれいだろうが二回拭けばそんなに汚くな

ることはないので、これは二回に決めましょう

ということにして、生徒は二回やって次に移る。
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そういう具体的な指示の出し方をすればこの

生徒はわかってくれるということで、企業の方

も指示の出し方をお互いコミュニケーション

を取りながらやっていきました。実は今週金曜

日、本社で最終面接がありそこで結果が出る予

定です。今までは「我々ができるのはこの仕事

です、この仕事に合った生徒をお願いします」

でしたが、このような企業の柔軟性、企業の方

が生徒を見て、この生徒はこういう仕事ならで

きるかもしれないという、企業の方で工夫して

いただける、それに合わせてこちらも実習の中

で一緒に作業工程を考えていきながらやって

いく、そういう関係というのは、あの時まで経

験がなかったことです。 

企業の方も障がい者雇用に対しての視点で

支援してくれる。そこが変わってきてくれてい

ると思いました。人事はだんだんそう思ってく

れているところもあるかもしれませんが、現場

は中々そういった視点が厳しい。当然、今の経

済状況でそういう厳しさというのもあるので

すが、そういうところが広がって障がい者雇用

を一緒に作っていく。実際あるものにポンと当

てはめて終わるのではなく、一緒に作っていく

ということがこれからより必要になってくる

ということを今回一人の生徒の事例を通して

感じたところです。 

 

〇橋本部会長 

貴重なエピソード、すごく絵に浮かぶような

エピソードだったのですが、どうですか。皆さ

んの方から同様のエピソードやもうちょっと

聞きたい事がありましたらぜひお願いします。 

最近うちの職員もジョブコーチ的に企業に

訪問しているのですが、フィードバックしてい

くと当初は平成１４年くらいからジョブコー

チ制度ができました。その頃は、障がい者雇用

自体が知的の方の雇用が広がってきた時期で、

一緒に作っていかない限りその人に合う仕事

はなかなか生み出せなかった。その時のジョブ

コーチは、本当に先程の朝倉先生と同じように、

現場も本人も困っていて、雇用を進めなきゃい

けない、ノウハウが無いといったところで、専

門性のあるジョブコーチが介入して、三日間と

か職場訪問をして、そこで「こんな作業の組み

立て方があります」ということを現場と人事と

共有して「試しにやってみましょうか」という

ような段階的な支援というのが本来のジョブ

コーチの技術でした。ここ最近は、支援の内容

をよくよく聞いてみると、ほとんどそういった

事例はなく、もう既にできたものに当て込んで

いくとか、支援に入ったとしても情報提供に留

まる。その情報は頭ではわかるけども、会社の

方は体験・体感をしていないので、実際同じこ

との繰り返しで結局仕事が適応せず新たな可

能性を探るといったところまではいかないよ

うな状況があるなという風に分析していまし

た。まさに今のような事例は、本来支援者は企

業の方とのパートナーシップでその仕事が合

わなければ別の可能性を探る、組み立てていく

のが職務構築です。そういう専門性が一概には

言えませんが、薄まってきているという印象が

あります。支援機関の支援者がジョブコーチと

して、どこまでやっているかということを踏み

こんで聞いてみると、そこまでのことはしてい

ない。職場体験する発想がそもそもないとか、

職場体験をして根拠のある情報提供を企業の

方にして、「こうやれば指示の仕方も本人に伝

わる」事を体感値として、理解できるような伝

え方というのは、ここ最近、あまり聞かなくな

ってきていると思います。 

今の朝倉先生のような事例というのは恐ら

くこれからますます必要になってくると思い

ます。本来は支援者一人一人が体験の場という

ことを冒頭申し上げましたけれども、実は支援

者側の体験の場が本来は必要なんじゃないか

なということは改めて思いました。実際支援機
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関もどんどん増えていますし、支援者も数とし

ては増えている。でもそこら辺の技術というの

は研修や頭で理解していても、実際企業の中で

作業着を着てやるという経験がなければ、そう

いう発想にならないので、そこの部分というの

は実はこれから地域で考えられるという時に

は、支援者は本来そこの部分を企業と一緒に体

験していくことが価値というか、伝えていく必

要があると思います。これまでエピソードは、

こういった場合共有するのもすごく有効だと

思いますし、実はジョブコーチや支援者という

のは、自らが体験して仕事を一緒に作っていく

といったところも役割ということを共有して

いくのが、はたらく部会の一つのエピソードだ

と改めて感じました。ありがとうございます。

他に何かありますか、気づいたこととか。 

 

〇桑原委員 

おっしゃる通りで、うちの法人の就労支援も、

ずっと付き添いながら支援をする機会は少な

くなっています。昔は、ほとんど毎日付き添い

ながら、企業の方と仕事内容を見て一緒に取り

組み、それをどう進めていけばやりやすいか、

ルールを想定できるか確認しながら、徐々に引

いていく支援をしていました。その場にいるこ

と、一緒に解決策を検討することで、企業の方

に安心感を持ってもらうことがとても大事だ

と思っていました。また支援者側の体験する機

会という点でも、この夏に一名、無事就職する

ことができたのですが、Ｂ型の経験が長い職員

が初めて一人で就職の支援にあたりました。施

設内での支援のスキルはありましたが、いざ外

に出る支援をしてみると、今まで想定していな

かったところで問題が起きる。そこに対してど

うやって取り組めばいいか、とても悩みながら

支援をしてくれました。その職員自身が成長志

向の強い職員というのもあると思うのですが、

その悩みにポジティブに悩んでくれ「こういう

場合はこうしたらいいのではないか」とか「こ

ういうふうに思うんですが、どう思いますか、

施設長？」みたいなことを相談してくれました。 

それに対し私もアドバイスをしていく中で、

職員は企業と相談しながら、実際に足を運び利

用者も含めて一緒にお話をする場面を作り支

援をすることで、企業からも安心感や信頼を得

ることができました。今も何もない訳ではない

のですが、何かあった時には連絡をいただき、

その方が長く働けるよう継続的に関わらせて

いただいています。生で体験をするというか、

実際にお会いすることや一緒にその場にいる

ということは、やはり大事ということを再確認

しております。 

 

〇橋本部会長 

ありがとうございます。他、いかがでしょう

か。支援者側としての関わるスタンスがやっぱ

り変わってきているなと思います。昔と支援の

仕方、スタイルというか、もう一つ言うと、言

うべきことを言わなくなってきていますので、

虐待につながる案件は、支援者側として企業か

ら現場に伝えづらいことになると思うんです

よね。上司から伝えづらいことを支援者側が適

切に伝える、本来言うべきことを言う役割も

「何となく嫌われちゃうから」とか感情的な形

で入ってしまっているところは、スーパービジ

ョンをした時は指摘するようにしています。 

やはり自分たちは、専門家であるという認識

を持って介入していくというのを、一緒の経験

や一緒に体感の場を作れば言いやすくもなる

と思います。ただ一緒に体感しないと上から目

線で言われるような感覚になってしまうので、

その泥臭い支援というのは改めて大切という

ことに気づかされるエピソードだったので、こ

ういったのを残していけたらいいなと思いま

した。ありがとうございました。 

では、今度は雇用側のご意見として竹内さん
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の方からいただけたらと思いますが、いかがで

しょうか。 

 

〇竹内委員 

今お話を伺っていて職務構築を現場とする、

その通りだと思いますし、それが理想的な形だ

と思うのですが、雇用する側からするとやっぱ

り、それがかなりネックになるんじゃないかな

と思います。それだけ手間を投入しないと戦力

にならないというのは、率直に言って雇用の障

壁になると思います。それだけオーダーメイド

の雇用ができるような企業であればそれは対

応できると思うのですが、今日お題として挙が

っている「地域の課題を解決するために足立区

としてできる」で、足立区の中の企業はおそら

く中小企業が主なので、それだけリソースがな

い企業があるということを考えた時には、その

辺の伴走支援がまず受けられるんだというこ

とを、橋本さんがおっしゃったように体験とか

を用意して、まず企業に知ってもらうというこ

とが必要と思います。 

足立区でも多分そういうことは行われてい

ると思うのですが、あまりそういう体験の場に

ついて企業の側としてご案内をいただいたと

いうのは正直記憶がないです。私は結構アンテ

ナを立てている方だと思うので、それでそうい

う印象を持っているぐらいですから、恐らく一

般企業の方はもっとそういうことを目にする

機会が少ないという風に思います。橋本さんが

最初におっしゃっていたように、障がい者雇用

の優先順位が低い。女性それから高齢者、次に

障がい者ですが、もう一つ忘れちゃいけないの

が外国人だと思います。 

雇う企業側のメリットは何かというと、最低

賃金で雇えることだと思うのですが、今最低賃

金で雇えるというのは、外国人が対象になって

くると思うので、そことの競合も外国人と障が

い者を比べた時に、どちらが戦力にしやすいか

と考えたら、これは申し訳ないですが、外国人

の方をファーストチョイスすると思います。だ

から障がい者雇用を広げていくことを考えた

時には、外国人の方と比べた時に、障がい者が

企業にとってどう戦力になるのかとか、またそ

ういう戦力化するための支援について、どうい

うプログラムが用意されているのかというの

を企業側にどんどんアピールしていかない。そ

れはなかなか伝わりにくいところです。 

職場構築の場の支援について、企業側がデメ

リットに感じているのは、障がい者の離職率が

高いというところです。それだけ手間をかけて

も離職する。手間をかけた分、その労働力とし

て長く貢献してくれるかというと、そういうこ

とがあまり見込めない。うちの場合は、お陰さ

まで長く勤めていただいている方が多いので、

本音ではあまり感じていませんが、そういう失

敗体験が重なって、より負の循環に陥っていく

というのは容易に想像がつきます。ですので、

体験の場を用意するだけじゃなく、モデルケー

スみたいなものをどんどん紹介して、自分の業

界・職種であれば、どういう障がい者の活用が

できるのか、みたいなところを訴えていかない

と。なかなか自分たちだけで「雇うイメージを

考えてください」では難しい。先程「固定的な

業務だったらそういうふうに当てはめて」とお

っしゃっていましたが、まずその固定的な業務

を生み出すこと自体ができないので、モデルケ

ースを提示して「当てはめ方があります」とい

うのを具体的に提示してあげるということが

必要なんじゃないかなと思います。 

あとは雇う側のメリットも伝えることは、と

ても大事だと思います。法定雇用率が設定され

ていますから、まずはそれをクリアしないとい

けないですし、雇用率をクリアできるようにす

るためには、国に提出する報告書を書けばわか

ることなのですが、そういうものをきちんと経

営者自ら書類を作成しているかというと、そう
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いうことではないと思うので、法定雇用率に対

する取り組み案みたいなものもそんな強制力

と思っています。ですが、法定雇用率を守ろう

とする企業もあるので、少なくともそういう企

業に対して、どういうふうにそれをクリアして

いくのかを提示してあげるということが必要

だし、繰り返しになってしまいますが、メリッ

トとしてどういうことがあるのかというとこ

ろを、わかりやすく伝えていく必要があると思

います。 

自分のところで一つ考えたメリットとして

は、やっぱり社会的な責任ですね。特にうちは

社会福祉法人という法人枠でやっていますの

で、主に高齢者の分野ですがそれだけじゃなく、

障がい者の雇用とか障がい者の支援みたいな

ところにも目を向けている法人だというアピ

ールや、そういうブランドイメージというか、

イメージの補強につながるんだとか、社会的に

も責任を果たすことにつながるんだとか、そう

いった側面をより強調していく必要があると

思います。 

もう一点は人材難で介護の業種で行くと、介

護職員だけで有効求人倍率が４倍を超えてい

て、訪問介護のヘルパーになると１５倍とか、

そういう水準になっていて、それだけ人材を集

めるのが難しいということで、でもそんな中で

も障がい者にスポットが当たらないという現

状ですから、この人材難の中で自分たちが望む

ようなスキルを持った人材を集めるというこ

とは、現在叶わない状況なので少なくともハー

ドルを下げて、自分たちで戦力化していく必要

があるし、少し求める能力を下げてでも雇わな

きゃいけないという現状があると思いますの

で、その選択肢として障がい者もあるんじゃな

いかというところをやっていく必要があると

思います。障がい者を雇う時に、うちでよかっ

たと思うので、業務の切り出しができました。

介護を教えてとなって、介護職員が中心になっ

ているのですが、介護以外の周辺業務を切り出

すことによって、そちらの方を障がい者雇用だ

とか高齢者の雇用だとか、そういう風に繋げた

んです。そういうことで業務の最適化というか

効率化がかなり図れました。先程言った人材難

の中で、人が集まらない時にどうやって効率化

するかとか、生産性を上げるというところは非

常に大事な視点なので、障がい者を雇用するプ

ロセスの中でそういった副次的な効果を得ら

れるというところを周知した方がいいと思い

ます。 

あとは先程の法定雇用率の話ですが、障がい

者を雇って活用できるようになっていけば、逆

にプラスに転じれば助成金を得られて戦力も

得られるだけじゃなくて、財的な支援も受けら

れる。というようなところまで見据えて、先程

言った体験の話とか、企業側との接点を増やし

て特に中小企業にアピールしていけばいいと

思います。 

介護業界って、すごく私は親和性が高いなと

思っていて、今うちの施設だけでも結構周辺業

務を切り出して、障がい者雇用に繋げられる余

地があったので、親和性の高そうな業界をいく

つか絞って、そういうところからイベントを仕

掛けてみる。そういう考え方が良いなと思いま

す。むやみやたらに全部の企業が対象では伝え

ることが分散してしまうので、業界を絞るのは

やり方としてありかなと思っています。 

 

〇橋本部会長 

ありがとうございます。雇用側の立場で、言

いづらいことを言ってもらって、自分たちもあ

りがたいです。実はそういった部分が、本来見

聞きしない情報だとしても、本音ベースや経営

ベースで考えた時には、事実としてあることを

しっかり捉えておく必要があるということは、

ある程度経験豊富な方々はご存知だと思うの

ですが、そこを踏まえてどう解決していくかと
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いうことだと思います。この現実を度外視して

進めていくと、ただ理想だけになってしまって、

啓発活動をしたとしても関心度が低いという

ところでは、言われて来るとかでそういったセ

ミナーは結構多かったりします。そうではなく、

企業が自らが情報をキャッチしに来たいと思

えるような情報提供の仕方とか、先ほどのお話

の中でありましたように、モデルケースを情報

として広げていくこと、あと離職率が高い事実

は、職業センターの調べで一年定着率というの

が出ています。三ヵ月や半年は、定着率が高い

ですが、障がいの方も含めた一般労働者の定着

率は８０％前後と言われているんですが、障が

いのある方の定着率は５８％前後と、かなり低

いのが現実問題なので、離職率の高さは大きな

課題になります。 

毎年厚労省の独自調査からは数字が上がっ

たとしか出てこないので、その背景にある離職

率は出ていないのですが、研究報告としては、

離職率が高いというのがあって、その背景には

ミスマッチがある。それは情報のミスマッチや、

仕事が合わなかったとか、雇用しなければいけ

ないというような状況から雇用をしたけれど、

仕事がなくて、障がいのある方のモラルが低下

して、不適応が起きて退職するというような事

例もその研究所の研究報告の中にはたくさん

書いてありました。そこにある一つの共通点と

しては、情報不足です。それは事前にモデルケ

ースの情報を知っていればそれを取り入れら

れたかも知れませんし、アンテナを立てていら

っしゃる竹内さんでも、まだ支援策の情報やサ

ービスの情報は行き届いてないということ。こ

れも事実だと思っています。 

来年度から中小企業向けの雇用支援助成金

が新たな制度としてできます。最大８０万円と

いうコスト的なメリットがある支援制度とな

っています。これがどんなスキームでサービス

を受けられるかわからないのですが、これから

雇用する時の環境整備や支援者の派遣、こうい

った費用に恐らく活用できるスキームになる

と思います。それを普及啓発の一つとして、足

立区内で実はこういう制度があって、支援の専

門家が訪問して、仕事を一緒に組み立てる、ま

た、体験をしてどんな仕事だったら雇用に踏み

出せるかとか外国人労働者や高齢者の方の雇

用と比較した時に、障がいのある方というのが

例えば若い障がいのある方であればまだ働け

るとか、今までの実績に基づいて、この仕事だ

ったら戦力になっていくというようなことを

個別に証明できるようなサービスになると、よ

り中小企業さんが段階的に雇用を進めてミス

マッチを防ぐことができると思います。 

だんだん私たちのサービスも、障がいのある

方へのサービスだけではなく、企業向けの支援

というのが制度上でも増えてきているので、そ

の視点はこれから先、益々必要になると思って

いるので、はたらく部会でも企業への支援をど

うしていくかというところは一つのテーマと

して議論していく余地はあるというふうに考

えております。一方的に話をしてしまいました

が、何かご質問ありますか。 

 

〇脊尾委員 

さっきの助成金のことはあまり知らなかっ

たので、後で教えてください。いくつか数字を

忘れてしまったので、今調べたのですが、たど

り着けなかったです。離職率のところでいくと、

発達障害の方が一番多いですか？。 

 

〇橋本部会長 

手帳で言うと、精神です。 

 

〇脊尾委員 

精神が一番ですね、確か。それでどなたがお

っしゃっていたモデルケースの紹介。確かにわ

からないですよね。どんなことが起こるかとい
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う想定もないし、基本的に障がい者雇用の施策

は大企業モデルなので、特例子会社のやり方っ

て、僕はあまり中小企業の参考になるとは思え

なくて、それだけ資金があるならそれはやるで

しょっていう感じだと思っているんです。それ

は、そういう人たちの役割だから、やっていた

だいたらいいと思うのですが、中小企業が同じ

やり方をするのは、私は基本的に勧めていない

です。上手くいく確率が低いのと、あとは障が

い者を雇用することが目的になって、本末転倒

になる可能性が高いので、雇用できないのであ

れば、僕はできないで良いと思っています。 

その代わり、どこまで関与できるのかをいろ

いろ考えて実践していただくという形が良く

て。と言うのも、正社員で一人雇用すると、社

会保険料が１．５倍とか２倍かかる。としたら、

それってハードルが高いです。だから、それは

難しいので、例えば、うちは大谷先生のところ

にレシートを渡して実習で入力してもらって

います。でも学校に実習教材として出している

から無料なので、それだと悪いな、どうしよう

かなと思い、ろう学校さんのために一個会社、

株式会社を作りました。 

そこで雇用することや、料金を入れることが

できました。でもそれのためにというのはおこ

がまし過ぎるのですが、それ以外のいろんな要

素、そういうふうに関与することによって、自

分だったら何ができるかを考える。雇用という

ところまで議論が行っちゃうと、二段階ぐらい

難易度が高いですよね。だから、まずは関わる。

関わって自分事化してみる。その先に雇用がで

きるなら頑張ったらいいですが、できなかった

らどこまではできるかという段階を示すので、

モデルケースのイメージです。 

今、私がろう学校さんにこれをやっていると

いうのは自慢でも何でもなくて、うちは雇用が

難易度高すぎるのです。だけどここまでのこと

はできる。もうちょっと自分事にして考えた時

に、会社をつくることはできそうだなと。そこ

でお金を払うことはできそうだと。私たちの世

界観では自分事化の形になって、一応モデルケ

ースになるかなと思って話しました。こんな段

階を踏んでいくといいのかなと。雇用まで持っ

ていくと、想定する障がい者雇用のイメージが

日本の大企業モデルなので、という感じはしま

す。 

 

〇橋本部会長 

数字を見ていても雇用が進んでいるのは大

企業ですし、定着率が高いのも大企業というよ

うな状況です。この前、宮崎県のグローバルク

リーン（清掃会社）とお会いする機会がありま

した。その社長がかなり障がい者雇用に力を入

れており、地域を巻き込んで、例えば市長さん

や商工会議所とかと連携しながら、先程竹内さ

んがおっしゃったようにモデルケースをシェ

アするシンポジウムを年に１回やられていま

す。 

その企業が主体的にアクションを起こして

いくというのが価値あることとこの社長から

学びました。その社長は障がい者雇用に取り組

み、大きな会社じゃないので３人の雇用ですけ

ど、雇用されている方は定着していて、結果、

人材不足の解消につながっています。それはな

ぜかというと「障がい者雇用を進めたからとい

うだけではなく、そのことを発信したことによ

って若い人たちが清掃業に興味を持ってくれ

るようになったんです」とおっしゃっていまし

た。 

この会社は障がいのある人にもない人にも

関わらず従業員を大切にする会社ということ

をよく知ってもらい、地域の中でも、率先して

社会貢献している会社というようなブランデ

ィングに繋がったところがあります。ぜひホー

ムページを見てもらえればと思います。グロー

バルクリーン（清掃会社）はいろんな相乗効果
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を起こされている企業で営業利益を生み出し

ていまして、そんなような取り組みが足立区内

にもしできたら、中小企業さんでも主体的に雇

用を進めようとか。雇用じゃなくても、先生が

言ったように体験の場や何かしら仕事をお願

いしようっていうような関係性も作れる可能

性はあると思います。 

山本所長お願いします。 

 

〇山本所長 

障がい福祉センターあしすとの所長、山本で

す。まず冒頭の区の制度についての周知という

ところでは、まだまだ至らないところは確かに

ありまして、広報誌やホームページだけでは足

らず SNS を使ってなんとかやっていましても、

まだそれでも足りない。今後はチャットボット

とか AI とかそういう曖昧な検索でも出てくる

ような、そういったものとかがどんどん進んで

いますので、活用していければなと思っていま

す。 

続いて本題ですが、あしすととしましては、

就労促進訓練係の方で仕事を求めている方に

就職支援をしたり、また元々企業にお勤めの方

が障がいになり、長期入院の後、こちらでリハ

ビリをして、会社の方に戻っていくとか、いろ

いろな支援をやっております。最初の方の就職

支援につきましては、今日お休みではあります

けれども、ハローワークが先程から話が出てい

る法定雇用率が引き上げになったということ

もあって、かなり密に連携を取っていただいて、

企業側も法定雇用率の関係で雇用しようとい

う機運が上がっていると思いますので、そちら

の方にさまざまな提案とかがあり、こちらの職

員が実際体験に行ったり、また、通えるかどう

かも一緒に確認したりして、なるべくミスマッ

チのないような形で就職できるようにして、就

職実績は、昨年度はこれまでにないような数字

でした。 

ただ問題は、先程お話がありましたように、

定着していくかどうかです。支援者の方に、こ

ちらもどこまで支援できるかというところが

ありますが、安定的に仕事をしているなと思っ

ていた方が、急に仕事のやり方が変わったりと

か、通勤も含めて仕事以外のことで何かハプニ

ングがあると急に仕事のほうに影響があった

りとか、まさに想定していないことで、仕事場

から離れていきそうな時に、いかに定着支援で

きるか。また、支援者の方への障がい特性の助

言を続けていけるかの確認など大変難しいと

ころもありますが、支援しております。 

そのような中で、特に精神の方が離職率が高

いということですが、急な自殺願望なども出て

きたりして、保健センターにも応援をいただき

最悪の事態を免れたりとか、そういったことを

しながらやっております。 

ちょっと話の流れが変わるのですが、先程、

宮崎県の清掃業者のお話がありました。その時

に思い出したのが、前回のはたらく部会ではマ

ーケティングの話、いかにこう仕事を作るとい

うこともありますが、どうマーケティングを図

っていくか、そこもやはり重要だと感じます。 

足立区の中で障がい者の方が関わった仕事

を特徴にしてもいいですけれども、何かファン

がついてくれるということが広がれば、またい

い風になるかなと思った次第です。以上です。 

 

〇橋本部会長 

はい、ありがとうございます。足立区の重度

の方の就労支援、モデルとか、どんな感じで使

われているのかのエピソードやモデルケース、

事例があると強いのかな、イメージがつきやす

いのかなと思います。実際、そういった事例は

あるのでしょうか？使ってみてどうだったか

とか。もしくはまだ使われていないとか。 

 

〇和田事務局員 
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今回ホームページで公開しました重度障が

い者等就労支援、福祉と労働の連携事業という

制度の建付けですが、国からモデルが示されて

いて、自治体毎に手をあげる事業になっていま

して、重度訪問介護という福祉サービスを使っ

ている方、同行援護、視覚障がいの方の移動支

援等のサービスを使っている方等が対象にな

るということです。まず足立区の方では、実際

に制度の立ち上げに向けて、重度訪問介護を使

っている方、もしくは同行援護を使っている方、

行動援護の方も対象となりますので、その中で

就職の希望がある方、また、実際、就職をされ

ている方について、各援護係の方で、一件一件、

区分調査や支給決定の際の聴取内容等の資料

をもとに調査致しました。その中で、対象とな

りそうな方には、個別にお声かけも可能と思わ

れます。 

同行援護の方でいうと、イメージとしては視

覚障がいの方で、例えばどこかの企業等でマッ

サージとかの仕事をしている。これまで通勤の

支援がなくて、本来だったら日常生活だと同行

援護を使っているのに、通勤のためには、対象

外で、タクシーで就労先に通っていた。この制

度ができたことによってタクシー代の部分が

増収に繋がったみたいな、そういうような事例

を想定できるというような状況でございます。 

 

〇橋本部会長 

ありがとうございます。 

 

〇山本所長 

まだ想像できる程度の状況ですね。元々の需

要があって、それに応えるために作った事業で

すので、ＰＲとかをして、さらにその実績をモ

デルで報告できる形にしていければと思って

おります。 

 

〇橋本部会長 

ありがとうございます。今まで余暇には使え

るけれど通勤には使えないというのは、支援者

側はイメージとしてはあるのですが、例えば企

業側やご家族や住民といったところでは先程

みたいなエピソードがあると、イメージがしや

すいですね。 

 

〇竹内委員 

そうですね。マッサージ師のエピソードはわ

かりやすかったです。 

 

〇橋本部会長 

わかりやすかったですね。こういう情報は重

要ですよね。 

 

〇竹内委員 

ただこれは、重度訪問介護とか、そういうサ

ービスを使っていることが前提ですよね。これ

は基本的に利用者本人からの申請ですか？ 

 

〇袋谷事務局員 

申請の手続きの時に、会社が JEED に支援計

画を提出する流れになっているので、会社と障

がい者の方と事業所と援護係の職員で協議を

して計画書を作成するという動きのようです。 

 

〇竹内委員 

企業側がどこまで本人が使っているサービ

スを把握しているのか気になります。 

 

〇橋本部会長 

そうですね。実際、今までの例では、企業側

が負担して雇用を続けていた。あとはその都度

相談するパターンが多いのですが、それをサー

ビスとして活用できるようにした。手続き的な

ところはこれからですが、そういうニーズはた

くさんあると思います。 

加藤委員、実際当事者側から見た時に、長く
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働いてくれているのですが、働き甲斐とか支援

の部分で、こういう支援があったらいいのでは

ないか、あとは体験の場とか、今までの感想と

かがあったらお願いします。 

 

〇加藤委員 

WEL’S で働かせていただいて、ちょうど今、

六年目に入ったところです。体調の方も安定し

ておりまして、楽しく毎日過ごさせていただい

ております。今皆さんのお話を聞いていまして、

やっぱり支援者の対応が大切だなというのが

ありました。当事者からすると、就職するにあ

たっては不安でいっぱいでそこを誰に相談す

るのかを、まずレールを敷いてもらったら、す

ごい安心感があるというのはあります。 

私の場合、生活支援員の方が「何かあったら

すぐ相談してください」という窓口になってく

ださって「こういうことはハローワークに相談

してください」とか「病気の事についてはあの

お医者さんに」というふうにレールを敷いてく

れたので、そこが明確になっていることが自分

も安心できるというところで、第一歩につなが

ったみたいです。就職に関しては体調が悪い中

でも「やっぱり働かなきゃ」という自分で焦る

状態がありまして、足立区に行く前でしたが医

師に「まだ働けません」って言われているので

すが、やはり「働かなきゃ。お金を稼がなきゃ。」

という意識があって、ハローワークの方に出向

き、窓口としては障がい者雇用の窓口に行くの

ですが、「本当に週何回来るんですか？」とか

厳しく聞かれました。先生の診断書を提出しな

ければいけなくて、そこで雇用はだめという風

に書類の方でなってしまって。そこで今後どう

したらいいのだろうと相談員に相談した時に

「普通の雇用のところではなくＡ型事業所で

体慣らしをしてから就労したら」という提案を

いただきました。Ａ型事業所は最低賃金で働け

るところなので、収入も頑張れば月８万ぐらい

はいただいていたと思います。そういう形で、

徐々にステップアップして今に至るという形

です。 

先程、精神の方の離職率が高いっておっしゃ

られていましたが、やっぱり体調が整わない中

で働くというのはすごく辛いということがあ

りまして、薬の副作用や自分の思い通りに行か

ないというのが積み重なって、そこで誰に相談

していいのかわからず、だんだん体調が悪くな

って離職につながっていくというのも周りで

いました。自分もそういうふうに一ヵ月で辞め

てしまったというのが多くあったので、支援者

側の人に何でも話せる人が一人いてくれたら

だいぶ違うのかなというのはあります。私も六

年働いていて、こないだ支援者側の体験という

場を設けていただいて、Ａ型事業所でチームを

組んで椎茸栽培をやっている事業者にお邪魔

しました。違う事業所に行くと、自分たちが今

までやってきたことのプラス面の「ああ、なる

ほど」という発見もすごくあり、職員同士でも

「そういうやり方もあるよね」とプラスになる

というのが凄くあったので、貴重な体験だなぁ

と思いました。ただ、忙しい中体験に行くとい

うのは、非常に難しいかなと思うのですが、そ

ういう機会も非常に大事だなと思いました。 

あとはピアサポーターという研修を受けま

したが、なかなか広がっていかないという事実

があります。ピアサポーターの活動で何か皆さ

んが仕事としできるような場が作れたら一番

いいのかなと思います。将来的にどうなのかな

というのがあるのですが、元気なうちにもし協

力できることがあれば、活動していきたいなと

思っています。以上です。 

 

〇橋本委員 

なかなか当事者の話って聞けないと思いま

す。実際、支援員の存在、何でも話せる人の存

在っていうのは一つですね、あとは、道筋を作
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る。これはすごく重要だと思います。先が見え

ないことへの不安というのは、他の人が見てい

る以上に不安に思っているということをちゃ

んと理解する必要があると思うのが一つと、ピ

アサポーターは仕事ではないですが活動の場

って、言葉は広がってきているけれども、活動

がないんですよね。本来は先程の企業同士のコ

ミュニティとか、企業が主体的にというのと同

じように、実は働いている当事者の方が主体的

に行動できるような、そういう地域の中で、先

程のろう学校さんであれば、そのような活動を

自ら発信できるプレゼンテーションのような

機会があると思います。 

実際、働いている当事者の方の「こんな形の

不安がきっと皆さんありますよね」というのは、

おそらく今不安を抱えている人とか、仕事がな

かなか続かない人にとって一番意義のあるこ

とだと思うので、そういった場づくりって必要

なんじゃないかなと思います。この流れで、桑

原委員から、実際支援されて当事者の声もお聞

きしていると思うので、今の状況などお願いし

ます。 

 

〇桑原委員 

今皆さんのお話を聞きながら、自分の法人の

就労支援について振り返っていたのですが、改

めてしっかりやっていたのかなと振り返るこ

とができました。企業の方に会いに行き、安定

するまでお手伝いすることを、顔を見ながらし

っかりお話して、その中で「少しずつ訪問が減

っていきます」「困ったことがあったら相談し

てください」というのもお伝えしておく。これ

らはどこもやっていることと思いきや、今お話

を聞く中で、そうではないことに気づきました。 

竹内さんがおっしゃっていたように、もっと

アピールしていいと思ったところです。 

それをどこでアピールするかというとなか

なか難しいのですが、最近増えている傾向では、

ホームページを見て「作業できますか」と、二

ヵ月に１回くらいの頻度で問い合わせがあり

ます。ホームページを見てくださっているので、

そこに掲載するのも一つとお話を聞いて思い

ました。 

離職率について言うと、丁寧に支援をしてい

るつもりではあるのですがマッチしていたは

ずが、ミスマッチになって離職してしまうケー

スもいくつかありました。そうなってしまうと、

企業の方にも就職された利用者の方にも申し

訳ないと思います。今おっしゃっていただいた

話せる人がいるという環境が大事で、当法人も

五名の方を障がい者雇用として雇用していま

すが、今のところ採用してから退職された方は

いらっしゃらないです。それぞれの施設に窓口

となる職員を置いて、就労を取りまとめる者が

定期的にミーティングをし、コミュニケーショ

ンを取りながら進めているというのも長く続

けていける理由の一つなのかなと思いました。 

今年、久しぶりに就職者交流会という形で、

就労移行やＢ型から就職した人が集まりお話

しする会を開催することができました。顔を合

わせお話をすることが、これもすごく大事だと

いうことを、参加した職員から聞きました。目

の前に表情があり、リアルに生の声が聞けると

か、自分は一人ではないとか、一緒に頑張って

いる人たちがいることを実感できる、そういっ

た場も必要だと言うことを改めて感じました。

コロナ禍でできなかったところですが、改めて

再認識させていただいたケースだったと思い

ます。 

また、個人的なところで、実際の経験がすご

いと思った出来事として、前回の部会後大谷先

生にご相談し、職員と一緒に葛飾ろう学校の見

学に行かせていただきました。実際に見てすご

い、想像以上のことをされていることに本当に

驚きました。食品の調理もですが、縫製でウエ

ディングドレスを作っているところや、ウェブ
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やパソコンを使ってのデザインの成果物を見

せていただき、実際に行くことで知れたことが

多かったです。 

葛飾ろう学校と色々なコラボレーションが

できないかなというワクワク感も出てきたと

ころで、実際に行って経験をすることで発想に

広がりが出てくることを改めて知れた次第で

す。以上です。 

 

〇橋本部会長 

共通することとしては、実際に体験すると

いうことやクオリティがすごく高いことを直

接話をする大切さというのは皆さんがおっし

ゃっているところですね。利用者への支援も

そうですが、メインがテキストコミュニケー

ションになりつつある。例えば企業の相談、

まずはメールですが実際会ってみると、メー

ルとニュアンスが違う。特に発達障がいはメ

ールだとすごく攻撃的ですが、実際会ってみ

るとすごく穏やかでということがよくありま

す。テキストコミュニケーションとリアルコ

ミュニケーションで圧倒的に違うという所を

感じていて、本当に攻撃的なメールをバンバ

ンくれる人もいます。ざっくりいうと冗談交

じりの言い方ですが、政治批判とかそういう

ことを活字だと結構強烈だけれども、実際会

ってみると「しょうがないですね」みたいな

感じなので、そのニュアンスっていうのは会

ってみないとわからなかったりする。直接会

うことの大切さというのは、メールとかのや

り取りだけでわからないですし、直接出向い

て話す機会が重要ということが今改めて思っ

たところです。 

雇用する側としてはどうですか。竹内委員お

願いします。 

 

〇竹内委員 

最近多いのはオンラインで面接して、実際来

てもらって会ってみると、オンラインで面接し

た時の印象と違ったりします。 

話は少しずれますが企業側としては導入の

時は手厚くサポートしていただけるのですが、

継続的な支援というところでは、自立していた

だくためには当然頻度を減らしていくという

ところではあると思うのです。その辺がもう少

し受けられるといいと感じるところもありま

す。これも何回もお話させて頂いていますが、

障がい者手帳を持っていて、障がい者雇用とい

う枠に乗っている人はいいと。グレーゾーンの

方がかなり増えていて、そちらの方にはまだ手

を割かれることが多くて、そういうところのサ

ポートを受けられる仕組みがあるとよいと思

います。 

 

〇橋本部会長 

グレーゾーンの方の話ですね。この流れでお

願いします。 

 

〇脊尾委員 

支援者の中に体験の場が必要との話だった

と思いますが結構現場、企業で起きていること

や求められていることと、例えば今日であれば

ここで話していることも、たぶん温度差がある

と思うことが幾つかあります。それは企業側の

責任も当然ありますが、例えば一個の事例で行

くと、ジョブコーチが入っている会社があって、

千人ちょっとの会社なのですが、ジョブコーチ

の方が一人です。だけど私の感覚だとジョブコ

ーチの方が過保護すぎです。企業はそれがうっ

とおしいんです。「個別の労働契約を無視して

保護しろってことを言っているの？」みたいな

議論をする。結構あるあるって言ったらあるあ

るじゃないですか。ジョブコーチ側の話は聞い

てないのでわからないのですが、おそらく言っ

てることは正しいんだけど、要は正論なので、

何となく相入れない形で。 



18 

 

今日の話の中で、私自身何ができるかってい

うのを考える中で、足立区にある企業がどうい

うことを考えているかをちゃんと聞かないと、

多分ここの盛り上がりというのがすごく空振

ると思っています。対話の場面を作れたらいい

と考えています。 

グレーゾーンの話では大谷先生にこの場で

出会ってもう三年くらいですが、そこから耳が

聞こえないとか、聴力が弱い方の不自由さを見

て関わって自分事として考えて、ちょっとずつ

理解が深まった気がします。そういう感じで会

社側は、今度は逆に支援者側が企業の考えてい

ること、特に足立区限定でいいですが考えてい

ることを少し知っていくというのは難しいで

しょうか？その辺を持てるといいのかなとい

うのがあって、次期に向けて意見交換もあって

もいいような気がしました。 

さっきのジョブコーチの方がいる会社は港

区と千代田区で、大きな会社の文化があって 

２３区の中でも違うと思います。ですので、そ

ういう対話を持ちながら支援者自身が体験す

るっていうのを、今度は企業の仕事そのものを

体験するというのがあっても面白いと思いま

す。 

僕はつながりがありますので。その辺でお互

いを理解し合っていくとか、僕がやれることっ

て企業側が自分事化するっていうことは後押

しできそうな気がする。元々精神科のソーシャ

ルワーカーをしていましたが、もう過去の話で

感度は相当悪いです。だから、企業側の方から

どうしたらできるか、や地域の課題はどこにあ

るかっていうのは正直わかっていないです。わ

かってないけど、企業は多分面倒くさいなと思

っている人もいるだろうし、よくわからないと

思うし、もしかしたらさっきのジョブコーチみ

たいに、以前関わった人でげんなりしているこ

ともあるかもしれない。それについては「いや

いや、そんなことないよ」ていう変なバイアス

は取っ払らいたい。支援者の方々も足立区にど

んな人達がいて、どんなことがあって、どんな

活躍の場があるのかというのを、企業が自分事

とするように、支援者側も企業の存在を自分事

化していって、あそこの角にあるあそこの印刷

会社さん、こんなことにいいのじゃないか、と

か。コロナの時はできなかったけど、今はでき

るのではないかと。 

グレーゾーンの話はその先にあるような気

がしていて、その相談に乗れる話だと思って、

少なからず私は、多少自分事ができているよう

な気がします。そういう耳が聞こえないとか、

目でも何でもいいですが、その自分事化すると

ころにちょっと感度が高まった人たちであれ

ば、手帳を持っているか持っていないかは中小

企業には正直関係ないじゃないですか。特に法

定雇用率も何もないので何パーセントになっ

てもそんなに意味はない話です。 

また、弊社はまさにこの秋１１月１２月、人

が足りなくて結構困った業務がありました。 

１，６００人分の会計の補助をしなきゃいけ

ないっていうのは、なかなかしんどかったです

がその時に助けられたのは、いわゆる中小企業

の社長だとか、中小企業の経理の人達、僕の経

営者仲間に声をかけて社長そのものが元々会

計事務所にいたので「うちの経理もいいですよ」

「うちの経理のこの人能力高いよ」とか、何か

手伝えるとか言っていただけました。 

整理してまとめると、企業側が障がいのある

方の理解を自分事化するための何か仕掛けを、

一個足立区で作って企業が参画する。そこから

支援者も参画していってお互いに理解を深め

て、その中で自分事化して、困っていることが

解決できるために何かいろんなことをやって

いく。私の例でいくと、人材不足でした。人材

不足のところに、例えば発達障いの方もその能

力がある人とわかれば、病気があろうが障がい

があろうがコラボできると思います。お互いの
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困り事とか、お互いの考えていることとか、描

いている未来像を知って近しい関係になれば

障がい者雇用やグレーゾーンの方の重たさは、

雇う側はあまり関係ないかと。五体満足、健常

でもめっちゃ性格の悪い人いるじゃないです

か。だからあんまり関係ない。対話の場を作り

たいなと思いました。 

 

〇橋本部会長 

共通しているのは、「仕事の体験」で加藤委

員などから話がありましたが、うちの施設の職

員が別の事業所へ行くという機会は、受け入れ

先の企業に実は謝金を払って「うちの職員を研

修させてください」ということで行ってきても

らっています。そうすると、お金をもらった以

上は、いろんな体験をしてもらおうと思ってく

れたみたいで、そういうお互いに体験できる機

会とかを仕組化するというのがあります。 

グレーゾーンの方の困り事については横浜

市立大学の影山先生が研究をしているのです

が、企業の困り事やそういった方々の自己認知

をどうするかというところが一番の課題で、自

己理解というところが、全部のテーマでした。

本人にとって生きづらさを感じているかどう

か？外から見たらそこはあまり手帳を持って

いる、持っていないというのは関係なかったり

しますが、実は本人が生きづらさを感じていた

りとか、本来持っている能力を活かされていな

かったりとか、そういったところが課題になっ

ているというような研究結果が出ている。そう

いった切り口でいうと、人材不足の解消という

のは一つ、足立区の方でも一番課題になってい

ますね。 

その一つとして障がい理解、その人が持って

いるのが身体障がいとか精神障がいとか、その

表だけではなく言葉だけではなくて、本来その

人が持っている力、能力、環境、それっていう

のはソーシャルワークの技術だと思うんです

ね。人と環境によって、清掃の仕事は力を発揮

できなかったけれども、朝倉先生が入ってまた

違う仕事を組み立てた結果、マッチングしたと

するならば、環境というのはお互いに可能性を

探っていくことによって生み出されるという

ことが証明されると思うので、そういった事例

を作っていくことが実は人材不足の解消につ

ながっていく、仕組みづくりになっていくと思

うので、それを拡げていけるようなイベントな

ど次の機会につながるといいと改めて感じま

した。 

次年度に向けて意見交換というのがありま

したが、決めたいこととしては回数です。今年

度と同じ三回でいいか。もうちょっと増やした

方がいいとかっていうご意見があればお願い

します。 

 

〇脊尾委員 

せっかく関わっているので、何か成果が上が

っていかないかなと思います。話をしてなんと

なく問題意識を持っていつも帰るんですけど、

じゃあ、次の時までに何をしてくるか私の中で

決まってないので、区に何ができているかわか

っていないです。何か責任がかかってもいいん

ですけど、せっかく足立区がこうやっているの

で、何か形になる物がないかなと。その花開く

ものが１０年後、２０年後でもいいです。今す

ぐ困りごとを解決できなくても何か成果にな

ればと思います。やる気はありますので。 

 

〇橋本部会長 

具体的なアクションは、確かに繋がりにくい

というのは一つの課題かもしれない。自立支援

協議会の仕組み上のこともあると思いますが

ここで議論したことを議事録に載せて、本会議

で報告して共有していく。そこから先は、障が

い福祉計画とかに反映されていくことを検討

するという流れになりますので、このはたらく
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部会自体の目の前の課題に対してのアクショ

ンは、確かになかなかつながっていかないのは

もったいない。ただそこは、合意が取れれば具

体的にこのチームでワーキンググループを作

って、何か仕掛けをするというのは全然ありか

もしれないです。 

 

〇脊尾委員 

ここの機能としてそういう役割ですか。 

 

〇橋本部会長 

仕組みとしてはそうです。そういう役割で議

論の場というのはありますが、アクションに関

してはこういう機会なので、議論だけで終わら

すのはもったいないと、たぶん皆さん思ってい

るところだとは思います。ぜひ、そのあたりも

来年度に向けて具体的な責任を持ったアクシ

ョンというのが一つ出ましたけど、皆さんどう

でしょうか。 

はたらく部会のこのメンバーも、今回四年目

で、ちょっと入れ替わりもありますがようやく

共通認識もだんだん持てるようになりまして、

次年度どういうメンバーになるのかまだわか

りませんが、今後いきついた場合に、今起きて

いる課題を具体的にアクションにつなげてい

くというのはすごく必要かもしれないので、ぜ

ひそんなアイディアとか企画とかこんなアク

ションだったらできるかもしれないみたいな

ものは、持ち寄ってもらえるといいのかなと感

じています。 

 

〇朝倉委員 

地域との関わりというところで、例えば学校

の足立区内の企業との関わりは減ってきてい

る。１０年位前、我々進路の教員がどういう仕

事をやっていたかというと、月曜日新聞に折り

込み広告があり、あれを集めて切ってとにかく

電話をして訪問させてくれということで出か

けて行きました。そういう中で、先程久しぶり

に作業着を着てやったと言いましたが、その頃

はそういう関わりの中で「一日無料でいいから

働かせてくれないか」と言って実際自分が一日

働いてみて、こういう仕事があって、こことこ

こならうちの生徒にもできるかもしれない、

「雇用はいいから、まず経験で実習させてもら

えないか」というような、本当ある意味泥臭い、

自転車で地域を周って「あ、ここに倉庫がある。」

と思ったら手帳に電話番号をメモして、戻った

ら早速電話をして「実は先程通らせていただい

て」という感じで、結構、地域に根差したこと

をこの頃はやっていました。いいか悪いかは別

として、障がい者雇用、職場開拓が非常にスマ

ートになっていて、学校でいうとそういうこと

をやらなくても、推進室というのが神楽坂にあ

るんですが、そこに専門家、元企業で障がい者

雇用をやっていた方とかそういった方がチー

ムになって、そこがどんどん企業を開拓してお

ます。我々のやることは何かというと、そこか

ら「こういう企業からこういう求人がきていま

す。希望がある場合は何月何日までにメールく

ださい。」という形で行うというのが大半です。

特に、特別支援学校は職業学科というものを作

って、１学年８０人１００人という規模で企業

就労を目指している生徒が入ってきますので、

どうしてもそこに頼らざるを得ないというの

があります。地域の求人広告を見てとか、街を

歩いていて折りコンなんか高く積んであると

「これを洗うのは、誰がやっているんだろう。」

とか、そんなことをやりながら地域と関わりを

持っていったのが、今はほとんどやらなくなっ

てしまいました。 

地域との関わりを考えると、そういったアク

ションを１０数年前とは違う視点で、当然時代

は変わっていますから、同じ視点でやっても仕

方ないのですが、違う視点を持った関わりとい

うのをもう一回やっていかないと、地域とは逆
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にどんどん離れていく。特別支援学校との関係

が、特例子会社や大企業ばかりとのコンタクト

になって行っているということを、今皆さんの

話を聞いて考えました。もし、やれることがあ

るとすると、１０数年前とは違う新たな視点で、

そういった地域とのコミュニケーションを取

っていくというのは、どういうことが我々もで

きるのかというのを考えていくのも重要なこ

となのかなと思いました。以上です。 

 

〇橋本部会長 

ありがとうございました。足立区内の主に中

小企業の困り事や仕事内容を理解するという

のと、あとは自分達のサービスや資源を知らせ

るという対話の場が共通として出てきたと思

いますし、前回とは違っているのは、モデルと

なる事例やエピソードというのがたくさん出

てきた。 

そういったところがまだあまり知られてい

ないので、それを共有するというのが一つ確認

できたことかなと思います。それをどういうふ

うに共有していくかというのが、次回のテーマ

になると思いますので、今回は第３回なので、

第１回、第２回、第３回の議事録を見直して本

会議で報告させていただきますが、次期に向け

てといったところでは引き続き今のような、企

業のことを理解する、企業との対話ということ

を今までと違った切り口で進めていくという

のが次期に向けての意見交換の主に企業側の

ニーズになると、今回出てきた中で印象があっ

たことだと思います。 

回数は特に意見がなければ三回でいきたい

と思います。最後、はたらく部会の活動報告書

については、一度、議事録をメールで共有させ

ていただきます。そこに何か意見等があれば報

告に向けて準備していきますので、お願いいた

します。ということで、皆さんの意見が出揃っ

たところで報告までが僕の進行のところで、あ

とは事務局の方から何かありましたら、よろし

くお願いいたします。 

 

〇石川事務局員 

橋本部会長ありがとうございました。それで

は事務局から今配布した資料について、お願い

します。 

 

〇和田事務局員 

まだ仮称が取れていないものですが、資料が

見つかりましたので配布いたしました。 

また、先ほど、重度等障がい者への就労支援

について足立区において制度を開始したこと

について、給付の実績がまだないということを

お話ししました。同行援護の通勤に関してのこ

の制度による給付は、４ヵ月目からという仕組

みなので、支給実績は３ヵ月目までは無いとい

う状況です。ですので、対象者は３名いらっし

ゃるのですが、給付実績は、ゼロとなります。 

視覚障がい者への通勤支援というイメージ

がついてしまったかもしれないですが、その他

に想定される対象者としては、重度訪問介護を

使っている方もおります。在宅就労されている

方への支援も想定されています。この制度は、

自営業以外の企業就労のケースは、制度利用の

最初の入り口は、企業さんから助成金申請の際

に、この制度利用の支援計画書を出すというこ

とになります。助成金の支給可否の決定にかか

わらず、計画書が受理されるということが、本

制度のスタートになります。資料については高

齢・障害求職者雇用支援機構 JEED で、助成金

のリーフレットの中で、ご覧になれます。支援

計画書の記入例も出ていますので、こういう方

が対象になるというイメージが、そちらがわか

りやすいと思いますのでご案内させていただ

きました。以上です。 

 

〇橋本部会長 
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ありがとうございます。 

 

〇石川事務局員 

はい。橋本部会長、皆さんありがとうござい

ました。本日も委員の皆様から活発なご意見、

貴重なご意見を賜りまして、ありがとうござい

ました。今後も皆様と一緒に障がいのある方が

地域の中で安心して、そして働き続けられるよ

う支える仕組み作りを進められたらと思って

おります。先程部会長からもありましたが、二

年一区切りで、二年目の今期、本日が最後の部

会となります。今後委員の選出に関しては、橋

本部会長とも検討してお声がけさせていただ

きますが、先程もありました来年度の活動の計

画というのは今いる委員の皆さまと作り上げ

て繋いでいくこととなっております。今年度の

まとめ、来年度の計画についてまたご意見をい

ただければ幸いです。本日は、長時間また二年

間ありがとうございました。これで第３回はた

らく部会を終了させていただきます。ありがと

うございました。 


